
国
会
正
門
前
の
抗
議
行
動
に
は

の
べ
５
万
人
（
主
催
者
発
表
）
が

参
加
。
国
会
前
の
車
道
ま
で
参
加

者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、「
安
倍
は

や
め
ろ
」
「
総
辞
職
、
総
辞
職
」

の
大
コ
ー
ル
が
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。抗

議
行
動
は
、
「
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
」「
未
来
の
た
め

の
公
共
」
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ

Ｆ
ｏ

ｒ

Ｔ
ｒ
ｕ
ｔ
ｈ
」
の
３
団
体
が

主
催
。

「
安
倍
内
閣
は
今
す
ぐ
退
陣
！
」

午
後
３
時
３
５
分
、
ふ

く
れ
あ
が
っ
た
参
加
者

で
国
会
正
門
前
の
車
道

に
も
人
々
が
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
２
０

１
５
年
夏
の
安
保
法
制

反
対
の
大
行
動
以
来
の

こ
と
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
た
総
が
か

り
行
動
実
行
委
共
同
代

表
の
福
山
真
劫
（
し
ん

ご
う
）
さ
ん
は
、
安
倍

政
権
に
よ
っ
て
憲
法
破

壊
と
政
治
の
私
物
化
が

進
ん
で
い
る
と
指
摘
。

「
こ
れ
以
上
、
安
倍
政

権
を
延
命
さ
せ
た
ら
、

日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
、
誇
り

は
地
に
落
ち
て
し
ま
う
。
今
度
こ

そ
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
退
陣
さ

せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
、「
そ

う
だ
」
の
声
と
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。

京
都
市
か
ら
夜
行
バ
ス
で
参
加

し
た
男
性
は
、
「
今
の
政
治
に
つ

い
て
自
分
の
言
葉
で
語
る
人
の
声

を
直
接
聞
き
た
く
て
来
ま
し
た
。

公
文
書
の
改
ざ
ん
が
明
ら
か
に
な

り
、
す
べ
て
の
問
題
に
対
し
て
疑

惑
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
疑
惑

を
晴
ら
す
責
任
は
内
閣
に
あ
り
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
阪
府
か
ら
参
加
し
た
男
性
（
２

６
）
＝
団
体
職
員
＝
は
「
公
文
書

の
改
ざ
ん
や
隠
ぺ
い
が
明
る
み
に

出
て
も
『
自
分
は
悪

く
な
い
』
と
い
う
よ

う
な
安
倍
首
相
の
態

度
に
腹
が
立
ち
ま
す
。

野
党
は
あ
き
ら
め
な

い
で
追
及
し
て
、
こ

の
国
を
よ
く
し
て
ほ

し
い
」

立
憲
民
主
党
、
日

本
共
産
党
、
社
民
党

の
国
会
議
員
が
ス
ピ
ー

チ
。
共
産
党
か
ら
志

位
和
夫
委
員
長
が
訴

え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
は
ス
ピ
ー
チ
で
、
森
友
・
加
計

疑
惑
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
「
日
報
」

隠
ぺ
い
な
ど
一
連
の
疑
惑
に
つ
い

て
国
会
で
徹
底
究
明
す
る
決
意
を

表
明
。
市
民
と
野
党
の
力
を
合
わ

せ
て
「
安
倍
内
閣
を
即
刻
退
陣
さ

せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
参

加
者
は
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
と
歓

声
で
応
え
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
、
森
友
・
加
計

疑
惑
に
つ
い
て
、「
首
相
夫
妻
の

関
与
の
疑
惑
は
真
っ
黒
に
近
い
グ

レ
ー
だ
。
首
相
は
『
ウ
ミ
を
出
す
』

と
い
う
が
、
出
す
べ
き
『
ウ
ミ
』

は
首
相
自
身
で
は
な
い
か
」
と
痛

烈
に
批
判
。「
希
望
は
市
民
と
野

党
の
共
闘
で
す
」
と
述
べ
、
「
安

保
法
制
の
と
き
に
国
会
前
を
埋
め

た
新
し
い
市
民
の
運
動
が
伏
流
水

の
よ
う
に
続
き
、
今
ま
た
こ
こ
に

わ
き
起
こ
っ
て
い
る
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
力
に
よ
っ
て
厚
労
省
の
デ
ー

タ
ね
つ
造
を
認
め
さ
せ
て
「
働
き

方
改
革
」
一
括
法
案
か
ら
裁
量
労

働
制
を
削
除
さ
せ
、
森
友
公
文
書

改
ざ
ん
事
件
で
は
佐
川
宣
寿
前
国

税
庁
長
官
の
証
人
喚
問
を
実
現
さ

せ
た
と
指
摘
。
「
一
歩
一
歩
、
追

い
つ
め
て
い
る
。
こ
の
力
で
安
倍

政
権
を
倒
し
、
ウ
ソ
の
な
い
正
直

な
政
治
、
日
本
の
民
主
主
義
を
取

り
戻
そ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

日本共産党船橋市議団とともに

岩井 友子市議 金沢 和子市議

坂井 洋介市議 佐藤 重雄市議

関根 和子市議 中沢 学 市議

松﨑 佐智市議 渡辺 優子市議
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４
・
２
▼
生
活
と
健
康
を

守
る
会
花
見
／
中
沢
学
市

議
と
民
主
商
工
会
役
員
会

４
・
３
▼
新
日
本
婦
人
の

会
支
部
委
員
会
で
報
告
／

年
金
者
組
合
花
見

消
費
税
廃
止
連
絡
会
宣
伝

／
船
橋
駅
北
口
宣
伝

４
・
４
▼
革
新
懇
世
話
人

会
／
船
橋
二
和
病
院
友
の

会
丸
山
班
の
花
見

４
・
５
▼
県
議
団
会
議
／

船
橋
駅
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
６
▼
南
浜
診
療
所
友

の
会
花
見
／
共
産
党
会
議

４
・
７
▼
御
滝
後
援
会
花

見
／
千
葉
県
民
集
会
参
加

４
・
８
▼
安
倍
内
閣
退
陣

求
め
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
９
▼
金
沢
和
子
市
議

と
宣
伝
／
松
崎
佐
智
市
議

と
訪
問
／
生
健
会
世
話
人

４
・
10
▼
斉
藤
和
子
前
衆

院
議
員
と
保
育
所
給
与
で

聞
き
取
り
／
西
船
橋
駅
で

宣
伝
／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
11
▼
安
倍
内
閣
退
陣

求
め
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
12
▼
県
議
団
会
議
／

平
和
委
員
会
事
務
局

４
・
13
▼
市
川
市
長
選
挙

応
援
／
県
道
の
調
査

４
・
14
▼
日
本
共
産
党
全

県
決
起
集
会
／
サ
ポ
ー

タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

４
・
15
▼
選
挙
で
変
え
る

４
区
船
橋
市
民
の
会
宣
伝

関
根
和
子
市
議
と
輪
っ
子

の
会
報
告
会
／
西
船
後
援

会
報
告
会

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

２
０
１
５
年
夏
安
保

法
制
以
来
の
大
行
動

４
月
１
４
日
、
森
友
学
園
・
加
計
学
園
疑
惑
の
真
相
究
明
と

安
倍
内
閣
の
総
辞
職
を
求
め
る
行
動
が
全
国
２
０
カ
所
以
上
で

行
わ
れ
、
安
倍
内
閣
に
対
す
る
国
民
の
怒
り
が
列
島
を
包
み
ま

し
た
。

「
安
倍
は
や
め
ろ
」
「
総
辞
職
」
な
ど
と
抗
議
の
声
を
上
げ
る

国
会
前
の
抗
議
行
動
参
加
者
。

＝
４
月
１
４
日
・
国
会
前

ス
ピ
ー
チ
す
る
志
位
和
夫
委
員
長
。

＝
４
月
１
４
日
・
国
会
前

船
橋
駅
南
口
で
「
安
倍
退
陣
」
を
訴
え
る

（
左
か
ら
）
日
本
共
産
党
の
浅
野
史
子
・
椎

葉
寿
幸
両
県
副
委
員
長
、
斉
藤
和
子
前
衆

院
議
員
、
丸
山
慎
一
県
議
。

＝
４
月
１
４
日
・
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
南
口

共
産
党
の
志
位
和
夫

委
員
長
が
ス
ピ
ー
チ


